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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　階層型サービス品質業務の実現装置であって、情報受信モジュール、情報割り当てモジ
ュール、業務管理モジュール及びリソース管理モジュールを備え、
　前記情報受信モジュールは、階層型サービス品質業務（HQOS）の業務タイプと業務処理
情報を受信するためのものであり、
　前記情報割り当てモジュールは、受信した業務タイプと業務処理情報に基づいて、対象
サービスツリーを確定し、受信した前記業務タイプを前記対象サービスツリーの処理待ち
ノードに記憶するためのものであり、
　前記業務管理モジュールは、前記対象サービスツリーをトラバースし、現在トラバース
したブランチのノードに業務タイプが記憶されている際に、前記リソース管理モジュール
をコールするためのものであり、さらに、前記リソース管理モジュールは業務タイプが記
憶されている前記ノードに対し記憶した業務タイプに関する操作を行った後、次のトラバ
ース位置から、前記対象サービスツリーをトラバースし続くためのものであり、
　前記リソース管理モジュールは、前記業務管理モジュールにコールすされる際に、受信
した前記業務処理情報に基づいて、業務タイプが記憶されている前記ノードに対し記憶し
た業務タイプに関する操作を行うためのものであることを特徴とする階層型サービス品質
業務の実現装置。
【請求項２】
　前記業務管理モジュールは、さらに、前記情報受信モジュールが受信した業務タイプが
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バインディングサービスであると確定する際に、前記対象サービスツリーをトラバースす
る前に、表/エントリー追加モジュールをコールするためのものであり、さらに、前記情
報受信モジュールが受信した業務タイプがバインディング解除サービスであると確定する
際に、前記対象サービスツリーをトラバース完了後、表/エントリー削除モジュールをコ
ールするためのものであり、
　相応的に、さらに、表/エントリー追加モジュールと表/エントリー削除モジュールを備
え、
　前記表/エントリー追加モジュールは、表管理関数をコールし、受信した前記業務処理
情報におけるアプリケーションポートとアプリケーション方向、及び前記対象サービスツ
リーポート層ノードのポインターをソフトウェア表に書きいれるためのものであり、
　前記表/エントリー削除モジュールは、表管理関数をコールし、ソフトウェア表中の受
信した前記業務処理情報におけるアプリケーションポートとアプリケーション方向を含む
エントリーを削除するためのものであることを特徴とする請求項１に記載の階層型サービ
ス品質業務の実現装置。
【請求項３】
　前記情報割り当てモジュールは、第1対象確定サブモジュールと第2対象確定サブモジュ
ールを備え、
　第1対象確定サブモジュールは、前記情報受信モジュールが受信した業務タイプがバイ
ンディングサービスではないと確定する際に、ソフトウェア表をルックアップし、受信し
た前記業務処理情報におけるアプリケーションポートとアプリケーション方向が対応する
ポインターを確定し、前記ポインターが指示しているHQOSサービスツリーを前記対象サー
ビスツリーに確定するためのものであり、さらに、受信した前記業務処理情報におけるノ
ードが位置する層とノードの相対オフセットに基づいて、処理待ちノードを確定し、受信
した前記業務タイプを前記処理待ちノードに記憶するためのものであり、
　第2対象確定サブモジュールは、前記情報受信モジュールが受信した業務タイプがバイ
ンディングサービスである際に、サービスツリー生成関数を呼び出してHQOSサービスツリ
ーを生成し、生成したHQOSサービスツリーの各ノードがいずれも業務タイプ、ノード自分
のポインター、及び親ノードのポインターを含み、生成した前記HQOSサービスツリーが前
記対象サービスツリーであることを確定するためのものであり、さらに、前記対象サービ
スツリーのノードをいずれも処理待ちノードとして、受信した前記業務タイプを前記処理
待ちノードに記憶するためのものであることを特徴とする請求項１或いは２に記載の階層
型サービス品質業務の実現装置。
【請求項４】
　前記リソース管理モジュールは、リソース申請サブモジュール、リソース解放サブモジ
ュール、主パラメータ更新サブモジュール及び従パラメータ更新サブモジュールを備え、
　前記リソース申請サブモジュールは、緩衝処理関数をコールし、業務タイプを記憶して
いる前記ノードのためにキャッシュリソースを申請し、前記情報受信モジュールから前記
業務処理情報における業務タイプを記憶している前記ノードのQOS従パラメータを取得し
てキャッシュするためのものであり、さらに、ハードウェア管理関数をコールし、キャッ
シュした前記QOS従パラメータによって、業務タイプを記憶している前記ノードのために
ハードウェアリソースを配置するためのものであり、さらに、配置表にはトラバースした
ブランチが位置するバスに対応するエントリーが存在しないと確定する際に、表管理関数
をコールし、ポート層ノードのポインター、トラバースしたブランチ各ノードのQOS主パ
ラメータを新しいエントリーとして前記配置表に追加し、業務タイプを記憶している前記
ノードに記憶した業務タイプを削除するためのものであり、
　前記リソース解放サブモジュールは、ハードウェア管理関数をコールし、業務タイプを
記憶している前記ノードのハードウェアリソースを解放するためのものであり、さらに、
緩衝処理関数をコールし、業務タイプを記憶している前記ノードがキャッシュしたQOS従
パラメータ、及びキャッシュリソースを解放するためのものであり、さらに、配置表にお
いてトラバースしたブランチが位置するバスに対応するエントリーが存在すると確定する
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際に、表管理関数をコールし、配置表においてトラバースしたブランチが位置するバスに
対応するエントリーを削除し、業務タイプを記憶している前記ノードが記憶した業務タイ
プを削除するためのものであり、
　前記主パラメータ更新サブモジュールは、トラバースしたブランチが自分の位置するバ
スの第1のブランチであることを確定する際に、表管理関数をコールし、配置表中のトラ
バースしたブランチが位置するバスに対応するエントリーを削除し、受信した前記業務処
理情報におけるQOS主パラメータを用いてトラバースしたブランチにおいて相応のノード
のQOS主パラメータを取り替え、ポート層ノードのポインター、トラバースしたブランチ
が取り替えた後各ノードのQOS主パラメータを新しいエントリーとして前記配置表に追加
し、トラバースしたブランチにはユーザーグループ層ノードの以外、他のノードにおける
ユーザータイプを削除するためのものであり、さらに、トラバースしたブランチが位置す
るバスがトラバースしたブランチを含むユーザー層ノードの最後のバスであり、且つトラ
バースしたブランチにおけるユーザーグループ層ノードに業務タイプを記憶していると確
定する際に、トラバースしたブランチにおけるユーザーグループ層ノードの業務タイプを
削除するためのものであり、
　前記従パラメータ更新サブモジュールは、緩衝処理関数をコールし、前記情報受信モジ
ュールから前記業務処理情報において業務タイプが記憶されている前記ノードのQOS従パ
ラメータを取得し、前記QOS従パラメータにより業務タイプを記憶している前記ノードキ
ャッシュの相応のQOS従パラメータを取り替えるためのものであり、さらに、ハードウェ
ア管理関数をコールし、取り替えた後のQOS従パラメータによって、業務タイプを記憶し
ている前記ノードのハードウェアリソースを更新し、業務タイプを記憶している前記ノー
ドが記憶した業務タイプを削除するためのものであることを特徴とする請求項１或いは２
に記載の階層型サービス品質業務の実現装置。
【請求項５】
　階層型サービス品質業務の実現方法であって、
　HQOSの業務タイプと業務処理情報を受信することと、
　受信した業務タイプと業務処理情報に基づいて、対象サービスツリーを確定し、受信し
た前記業務タイプを前記対象サービスツリーの処理待ちノードに記憶することと、
　前記対象サービスツリーをトラバースし、現在トラバースしたブランチのノードには業
務タイプを記憶している際に、受信した業務処理情報に基づいて、業務タイプを記憶して
いる前記ノードに対し記憶した業務タイプに関する操作を行い、その後、次のトラバース
位置から、前記対象サービスツリーをトラバースし続くこととを含むことを特徴とする階
層型サービス品質業務の実現方法。
【請求項６】
　受信した前記業務タイプがバインディングサービスである際に、前記対象サービスツリ
ーをトラバースする前に、該方法は、さらに、
　表管理関数をコールし、受信した前記業務処理情報におけるアプリケーションポート、
アプリケーション方向、及び前記対象サービスツリーポート層ノードのポインターをソフ
トウェア表に書き入れることを含むことを特徴とする請求項５に記載の階層型サービス品
質業務の実現方法。
【請求項７】
　受信した前記業務タイプがバインディング解除サービスである際に、前記対象サービス
ツリーをトラバースした後、該方法はさらに、
　表管理関数を呼び出し、ソフトウェア表中の受信した業務処理情報におけるアプリケー
ションポートとアプリケーション方向を含むエントリーを削除することを含むことを特徴
とする請求項５に記載の階層型サービス品質業務の実現方法。
【請求項８】
　受信した前記業務タイプがバインディングサービスではない際に、対象サービスツリー
を確定し、受信した前記業務タイプを前記対象サービスツリーの処理待ちノードに記憶し
、具体的に、
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　ソフトウェア表をルックアップし、受信した業務処理情報におけるアプリケーションポ
ートとアプリケーション方向に対応するポインターを確定し、前記ポインターが指示する
HQOSサービスツリーを前記対象サービスツリーに確定し、受信した業務処理情報における
ノードが位置する層とノードの相対オフセットに基づいて、処理待ちノードを確定し、受
信した業務タイプを確定した各処理待ちノードに記憶することを特徴とする請求項５、６
或いは７に記載の階層型サービス品質業務の実現方法。
【請求項９】
　受信した業務タイプがバインディングサービスである際に、前記処理待ちノードを確定
し、受信した前記業務タイプを前記対象サービスツリーの処理待ちノードに記憶すること
は、具体的に、
　サービスツリー生成関数をコールしてHQOSサービスツリーを生成し、生成したHQOSサー
ビスツリー各ノードにはいずれも業務タイプ、ノード自分のポインター、及び親ノードの
ポインターを含んで、生成したHQOSサービスツリーが前記対象サービスツリーであると確
定し、前記対象サービスツリーのノードをいずれも処理待ちノードとして、受信した業務
タイプを前記処理待ちノードに記憶することを特徴とする請求項５、６或いは７に記載の
階層型サービス品質業務の実現方法。
【請求項１０】
　記憶した業務タイプがバインディングサービス或いはサブツリー追加サービスである際
に、ノードに対し記憶した業務タイプに関する操作を行うことには、緩衝処理関数をコー
ルし、前記業務タイプを記憶しているノードのためにキャッシュリソースを申請し、受信
した業務処理情報から前記業務タイプを記憶しているノードのQOS従パラメータを取得し
てキャッシュすることと、ハードウェア管理関数をコールし、キャッシュしたQOS従パラ
メータによって、前記業務タイプを記憶しているノードのためにハードウェアリソースを
配置することと、配置表にはトラバースしたブランチが位置するバスに対応するエントリ
ーが存在しないと確定する際に、表管理関数をコールし、ポート層ノードのポインター、
トラバースしたブランチ各ノードのQOS主パラメータを新しいエントリーとして配置表に
追加することと、前記業務タイプを記憶しているノードが記憶した業務タイプを削除する
こととを含み、
　記憶した業務タイプがバインディング解除サービス或いはサブツリー削除サービスであ
る際に、ノードに対し記憶した業務タイプに関する操作を行うことには、ハードウェア管
理関数をコールし、前記業務タイプを記憶しているノードのハードウェアリソースを解放
することと、緩衝処理関数をコールし、前記業務タイプを記憶しているノードがキャッシ
ュしたQOS従パラメータ、及びキャッシュリソースを解放することと、配置表にはトラバ
ースしたブランチが位置するバスに対応するエントリーが存在すると確定する際に、表管
理関数をコールし、配置表中のトラバースしたブランチが位置するバスに対応するエント
リーを削除することと、前記業務タイプを記憶しているノードが記憶した業務タイプを削
除することとを含み、
　記憶した業務タイプが主パラメータ更新サービスである際に、ノードに対し記憶した業
務タイプに関する操作を行うことは、
　A、トラバースしたブランチが自分の位置するバスの第1のブランチであるかどうかを確
定し、そうであると、表管理関数をコールし、配置表おいてトラバースしたブランチが位
置するバスに対応するエントリーを削除し、受信した業務処理情報におけるQOS主パラメ
ータを用いてトラバースしたブランチに相応のノードのQOS主パラメータを取り替え、ポ
ート層ノードのポインター、トラバースしたブランチを取り替えた後の各ノードのQOS主
パラメータを新しいエントリーとして配置表に追加し、トラバースしたブランチにユーザ
ーグループ層ノードの以外、他のノードにおけるユーザータイプを削除し、ステップBを
実行し、さもないと、ステップBを実行すること、
　B、トラバースしたブランチが位置するバスがトラバースしたブランチを含むユーザー
層ノードの最後のバスであるかどうかを確定し、そうであると、トラバースしたブランチ
におけるユーザーグループ層ノードには業務タイプを記憶しているかどうかを確定し、記
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憶していると、トラバースしたブランチにおけるユーザーグループ層ノードの業務タイプ
を削除し、トラバースしたブランチに対する操作を終了し、記憶していないと、トラバー
スしたブランチに対する操作を終了し、そうでないと、トラバースしたブランチに対する
操作を終了することを含み、
　記憶した業務タイプが従パラメータ更新サービスである際に、ノードに対し記憶した業
務タイプに関する操作を行うことは、緩衝処理関数をコールし、受信した業務処理情報か
ら前記業務タイプを記憶しているノードのQOS従パラメータを取得し、取得したQOS従パラ
メータにより前記業務タイプを記憶しているノードがキャッシュした相応のQOS従パラメ
ータを取り替えることと、ハードウェア管理関数をコールし、取り替えた後のQOS従パラ
メータによって、ノードのハードウェアリソースを更新し、前記業務タイプを記憶してい
るノードが記憶した業務タイプを削除することとを含む、ことを特徴とする請求項５、６
或いは７に記載の階層型サービス品質業務の実現方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　〔技術分野〕
　本発明は通信分野に関し、特に階層型サービス品質（HQOS、Hierarchical Quality of 
Service）業務の実現装置及び方法に関する。
【０００２】
　〔背景技術〕
　HQOS技術は階層的なスケジューリングによってディフサーブ（Diff-Serv）モデルでマ
ルチユーザーマルチサービスの帯域幅保証を実現する。HQOSサービスツリーの構造が図1
に示すように、ポート層、ユーザーグループ層、ユーザー層、サービス層の合計4つの階
層を備え、HQOSサービスツリーとアプリケーションポートにバインディングした後、HQOS
サービスツリーは、即ち該アプリケーションポートによってネットワークに接続するサブ
ネットのツリートポロジー構造とサービス転送パスを反映することができ、HQOSサービス
ツリーによって、即ち上記サブネットのメッセージを階層的なスケジューリングを行うこ
とができ、輻輳の回避、マルチレベルのスケジューリング、流量の速度制限、流量統計等
の機能を実現し、実際のネットワークにおいてそれぞれのユーザーそれぞれのサービスの
帯域幅を保証する。
【０００３】
　従来、バインディング、バインディング解除及び更新の3種類のHQOSサービスによって
、HQOSサービスツリーとアプリケーションポートをバインディングし、HQOSサービスツリ
ーとアプリケーションポートの間のバインディングを解除し、或いはサブネットのネット
ワーク構造または関連パラメータの変化によって該HQOSサービスツリーを更新し、その中
、HQOSサービスを更新することは、具体的に、サブツリーの追加サービス、サブツリーの
削除サービス、主パラメータの更新サービス及び従パラメータの更新サービスを含み、上
記HQOSサービスを具体的に実現する装置は以下の通りである：
　業務管理モジュールは、業務タイプと業務処理情報を受信し、受信した業務タイプに対
応する業務リソース管理モジュールを呼び出し、受信した業務処理情報を呼び出した業務
リソース管理モジュールに送信するためのもので、上記業務リソース管理モジュールは、
バインディングモジュール、バインディング解除モジュール、サブツリー追加モジュール
、サブツリー削除モジュール、主パラメータ更新モジュール、従パラメータ更新モジュー
ルを備え、
　バインディングモジュールは、サービスツリー生成関数を呼び出してHQOSサービスツリ
ーを生成することと、表管理関数を呼び出して、受信した業務処理情報によってソフトウ
ェア表を書くことと、トラバースツリー関数を呼び出して、生成したHQOSサービスツリー
をトラバースし、1つのブランチをトラバースするごとに、次のトラバース位置を記録し
、緩衝処理関数、ハードウェア管理関数を呼び出して、トラバースしたブランチの各ノー
ドにリソースを申請、割り当て、表管理関数を呼び出して、受信した業務処理情報によっ
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て配置表を書き、その後、再びトラバース関数を呼び出して、記録したトラバース位置か
ら生成したHQOSサービスツリーをトラバースし続くするためのものである。
【０００４】
　バインディング解除モジュールは、受信した業務処理情報におけるアプリケーションポ
ートとアプリケーション方向に基づいて、対象サービスツリーを確定すること、表管理関
数を呼び出して、対象サービスツリーが対応するエントリーを削除することと、トラバー
スツリー関数を呼び出して、対象サービスツリーをトラバースし、1つのブランチをトラ
バースするごとに、次のトラバース位置を記録し、ハードウェア管理関数、緩衝処理関数
を呼び出して、トラバースしたブランチの各ノードのリソースを解放し、表管理関数を呼
び出して、トラバースしたブランチが対応する配置表を削除し、その後、再びトラバース
関数を呼び出して、記録したトラバース位置から対象サービスツリーをトラバースし続く
ためのもので、
　サブツリー追加モジュールは、受信した業務処理情報におけるアプリケーションポート
とアプリケーション方向によって、対象サービスツリーを確定することと、受信した業務
処理情報におけるノードの位置する層とノードの相対オフセットに基づいて、追加しよう
とするサブツリーを確定することと、トラバースツリー関数を呼び出して、追加しようと
するサブツリーをトラバースし、1つのブランチをトラバースするごとに、次のトラバー
ス位置を記録し、緩衝処理関数、ハードウェア管理関数を呼び出して、トラバースしたブ
ランチの各ノードにリソースを申請、割り当て、表管理関数を呼び出して、受信した業務
処理情報によって配置表を書き、その後、再びトラバース関数を呼び出して、記録したト
ラバース位置から生成したHQOSサービスツリーをトラバースし続くするためのもので、
　サブツリー削除モジュールは、受信した業務処理情報におけるアプリケーションポート
とアプリケーション方向によって、対象サービスツリーを確定することと、受信した業務
処理情報におけるノードの位置する層とノードの相対オフセットに基づいて、削除しよう
とするサブツリーを確定することと、トラバースツリー関数を呼び出して、削除しようと
するサブツリーをトラバースし、1つのブランチをトラバースするごとに、次のトラバー
ス位置を記録し、ハードウェア管理関数、緩衝処理関数を呼び出して、トラバースしたブ
ランチの各ノードのリソースを解放し、表管理関数を呼び出して、トラバースしたブラン
チが対応する配置表を削除し、その後、再びトラバース関数を呼び出して、記録したトラ
バース位置から削除しようとするサブツリーをトラバースし続くためのもので、
　主パラメータ更新モジュールは、受信した業務処理情報におけるアプリケーションポー
トとアプリケーション方向によって、対象サービスツリーを確定することと、受信した業
務処理情報におけるノードの位置する層とノードの相対オフセットに基づいて、更新する
必要なQOS主パラメータのノードを確定し、表管理関数を呼び出して、配置表に確定した
ノードにおけるQOS主パラメータを含むエントリーを削除し、受信した業務処理情報にお
けるQOS主パラメータを用いて相応の確定したノードにおけるQOS主パラメータを取り替え
、確定したノードを通すバスを配置表に書き入れ、即ちバスにおける各ノードのQOS主パ
ラメータを配置表に書き入れるためのもので、
　従パラメータ更新モジュールは、受信した業務処理情報におけるアプリケーションポー
トとアプリケーション方向によって、対象サービスツリーを確定することと、受信した業
務処理情報におけるノードの位置する層とノードの相対オフセットに基づいて、更新する
必要なQOS従パラメータのノードを確定し、緩衝処理関数を呼び出して、受信した業務処
理情報からノードのQOS従パラメータを取得し、取得したQOS従パラメータを用いて確定し
たノードがキャッシュする相応のQOS従パラメータを取り替え、ハードウェア管理関数を
呼び出して、取り替えた後のQOS従パラメータによって、ノードハードウェアリソースを
更新するためのものである。
【０００５】
　以上のように、上記のHQOSサービスの実現装置は、
　各種のHQOSサービスはいずれも相応の独立な業務リソース管理モジュールにより実現す
るが、各種類のHQOSサービスの一部の実現フローが同様であるため、異なる業務リソース
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管理モジュールの一部の機能を同様にさせ、例えば、バインディングモジュール、バイン
ディング解除モジュール、サブツリー追加モジュール、サブツリー削除モジュールはいず
れもトラバースツリー関数を複数呼び出してトラバース位置を維持し、バインディングモ
ジュールとサブツリー追加モジュールはともにノードにリソースを申請、割り当てる操作
を行う必要があって、バインディング解除モジュールとサブツリー削除モジュールはとも
にノードリソースを解放するための操作を行う必要がある等、このように、即ちそれぞれ
実現各業務リソース管理モジュール的ソフトウェアコード中，大量の重複コードが存在し
、コードの複雑さとコードを維持する難しさが増加し、さらに、HQOSサービスを処理する
効率が低いという欠点がある。
【０００６】
　〔発明の開示〕
　〔発明が解決しようとする課題〕
　これを鑑みて、本発明は、HQOSサービスを実現するソフトウェアコードの重複性を低下
できる階層型サービス品質業務の実現装置及び方法を提供する主な目的とする。
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明の技術方案はこのように実現する。
【０００８】
　本発明は階層型サービス品質業務の実現装置であって、情報受信モジュール、情報割り
当てモジュール、業務管理モジュール及びリソース管理モジュールを備え、
　前記情報受信モジュールは、階層型サービス品質業務（HQOS）の業務タイプと業務処理
情報を受信するためのものであり、
　前記情報割り当てモジュールは、受信した業務タイプと業務処理情報に基づいて、対象
サービスツリーを確定し、受信した前記業務タイプを前記対象サービスツリーの処理待ち
ノードに記憶するためのものであり、
　前記業務管理モジュールは、前記対象サービスツリーをトラバースし、現在トラバース
したブランチのノードには業務タイプを記憶する際に、前記リソース管理モジュールをコ
ールするためのもので、さらに、前記リソース管理モジュールには業務タイプが記憶され
ている前記ノードに記憶した業務タイプに関する操作を行った後、次のトラバース位置か
ら、前記対象サービスツリーをトラバースし続くためのものであり、
　前記リソース管理モジュールは、前記業務管理モジュールにコールする際に、受信した
前記業務処理情報に基づいて、業務タイプが記憶されている前記ノードに記憶した業務タ
イプに関する操作を行うためのものである。
【０００９】
　その中、前記業務管理モジュールは、さらに、前記情報受信モジュールが受信した業務
タイプがバインディングサービスであると確定する際に、前記対象サービスツリーをトラ
バースする前に、表/エントリー追加モジュールをコールするためのもので、さらに、前
記情報受信モジュールが受信した業務タイプはバインディング解除サービスであると確定
する際に、前記対象サービスツリーをトラバースした後、表/エントリー削除モジュール
をコールするためのもので、
　相応的に、表/エントリー追加モジュールと表/エントリー削除モジュールを備え、
　前記表/エントリー追加モジュールは、表管理関数を呼び出し、受信した前記業務処理
情報におけるアプリケーションポートとアプリケーション方向、及び前記対象サービスツ
リーポート層ノードのポインターをソフトウェア表に書きいれるためのものであり、
　前記表/エントリー削除モジュールは、表管理関数を呼び出し、ソフトウェア表には受
信した前記業務処理情報におけるアプリケーションポートとアプリケーション方向を含む
エントリーを削除するためのものである。
【００１０】
　前記情報割り当てモジュールは、第1対象確定サブモジュールと第2対象確定サブモジュ
ールを備え、
　第1対象確定サブモジュールは、前記情報受信モジュールが受信した業務タイプがバイ
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ンディングサービスではないと確定する際に、ソフトウェア表をルックアップし、受信し
た前記業務処理情報におけるアプリケーションポートとアプリケーション方向が対応する
ポインターを確定し、前記ポインターが指示しているHQOSサービスツリーを前記対象サー
ビスツリーに確定するためのもので、受信した前記業務処理情報におけるノードが位置す
る層とノードの相対オフセットに基づいて、処理待ちノードを確定し、受信した前記業務
タイプを前記処理待ちノードに記憶するためのものであり、
　第2対象確定サブモジュールは、前記情報受信モジュールが受信した業務タイプがバイ
ンディングサービスである際に、サービスツリー生成関数を呼び出してHQOSサービスツリ
ーを生成し、生成したHQOSサービスツリーの各ノードがいずれも業務タイプ、ノード自分
のポインター、及び親ノードのポインターを含み、生成した前記HQOSサービスツリーが前
記対象サービスツリーであることを確定するためのもので、さらに、前記対象サービスツ
リーのノードをいずれも処理待ちノードとして、受信した前記業務タイプを前記処理待ち
ノードに記憶するためのものである。
【００１１】
　前記リソース管理モジュールは、リソース申請サブモジュール、リソース解放サブモジ
ュール、主パラメータ更新サブモジュール及び従パラメータ更新サブモジュールを備え、
　前記リソース申請サブモジュールは、緩衝処理関数を呼び出し、業務タイプを記憶して
いる前記ノードにキャッシュリソースを申請し、前記情報受信モジュールから前記業務処
理情報における業務タイプを記憶している前記ノードのQOS従パラメータを取得してキャ
ッシュするためのもので、さらに、ハードウェア管理関数を呼び出し、キャッシュした前
記QOS従パラメータによって、業務タイプを記憶している前記ノードにハードウェアリソ
ースを配置するためのもので、さらに、配置表にはトラバースしたブランチが位置するバ
スに対応するエントリーが存在しないと確定する際に、表管理関数を呼び出し、ポート層
ノードのポインター、トラバースしたブランチ各ノードのQOS主パラメータを新しいエン
トリーとして前記配置表に追加し、業務タイプを記憶している前記ノードに記憶した業務
タイプを削除するためのものであり、
　前記リソース解放サブモジュールは、ハードウェア管理関数を呼び出し、業務タイプを
記憶している前記ノードのハードウェアリソースを解放するためのもので、さらに、緩衝
処理関数を呼び出し、業務タイプを記憶している前記ノードがキャッシュしたQOS従パラ
メータ、及びキャッシュリソースを解放するためのもので、さらに、配置表にはトラバー
スしたブランチが位置するバスに対応するエントリーが存在すると確定する際に、表管理
関数を呼び出し、配置表にはトラバースしたブランチが位置するバスに対応するエントリ
ーを削除し、業務タイプを記憶している前記ノードが記憶した業務タイプを削除するため
のものであり、
　前記主パラメータ更新サブモジュールは、トラバースしたブランチが自分の位置するバ
スの第1のブランチである際に、表管理関数を呼び出し、配置表にはトラバースしたブラ
ンチが位置するバスに対応するエントリーを削除し、受信した前記業務処理情報における
QOS主パラメータを用いてトラバースしたブランチにおいて相応のノードのQOS主パラメー
タを取り替え、ポート層ノードのポインター、トラバースしたブランチが取り替えた後各
ノードのQOS主パラメータを新しいエントリーとして前記配置表に追加し、トラバースし
たブランチにはユーザーグループ層ノードの以外、他のノードにおけるユーザータイプを
削除するためのもので、さらに、トラバースしたブランチが位置するバスがトラバースし
たブランチを含むユーザー層ノードの最後のバスであり、且つトラバースしたブランチに
はユーザーグループ層ノードおける業務タイプを記憶していると確定する際に、トラバー
スしたブランチにはユーザーグループ層ノードにおける業務タイプを削除するためのもの
であり、
　前記従パラメータ更新サブモジュールは、緩衝処理関数を呼び出し、前記情報受信モジ
ュールから前記業務処理情報において業務タイプが記憶されている前記ノードのQOS従パ
ラメータを取得し、前記QOS従パラメータにより業務タイプを記憶している前記ノードキ
ャッシュの相応のQOS従パラメータを取り替えるするためのもので、さらに、ハードウェ



(9) JP 5247935 B2 2013.7.24

10

20

30

40

50

ア管理関数を呼び出し、取り替えた後のQOS従パラメータによって、業務タイプを記憶し
ている前記ノードのハードウェアリソースを更新し、業務タイプを記憶している前記ノー
ドが記憶した業務タイプを削除するためのものである。
【００１２】
　本発明はさらに、階層型サービス品質業務を実現する方法であって、
　HQOSの業務タイプと業務処理情報を受信することと、
　受信した業務タイプと業務処理情報に基づいて、対象サービスツリーを確定し、受信し
た前記業務タイプを前記対象サービスツリーの処理待ちノードに記憶することと、
　前記対象サービスツリーをトラバースし、現在トラバースしたブランチのノードには業
務タイプを記憶している際に、受信した業務処理情報に基づいて、業務タイプを記憶して
いる前記ノードに記憶した業務タイプに関する操作を行った後、次のトラバース位置から
、前記対象サービスツリーをトラバースし続くことを含む。
【００１３】
　その中、受信した前記業務タイプがバインディングサービスである際に、前記対象サー
ビスツリーをトラバースする前に、該方法は、さらに、
　表管理関数を呼び出し、受信した前記業務処理情報におけるアプリケーションポート、
アプリケーション方向、及び前記対象サービスツリーポート層ノードのポインターをソフ
トウェア表に書き入れることを含む。
【００１４】
　受信した前記業務タイプがバインディング解除サービスである際に、前記対象サービス
ツリーをトラバースした後、該方法はさらに、
　表管理関数を呼び出し、ソフトウェア表には受信した業務処理情報におけるアプリケー
ションポートとアプリケーション方向を含むエントリーを削除することを含む。
【００１５】
　さらに、受信した前記業務タイプがバインディングサービスではない際に、対象サービ
スツリーを確定し、受信した前記業務タイプを前記対象サービスツリーの処理待ちノード
に記憶し、具体的に、
　ソフトウェア表をルックアップし、受信した業務処理情報におけるアプリケーションポ
ートとアプリケーション方向に対応するポインターを確定し、前記ポインターが指示する
HQOSサービスツリーを前記対象サービスツリーに確定し、受信した業務処理情報における
ノードが位置する層とノードの相対オフセットに基づいて、処理待ちノードを確定し、受
信した業務タイプを確定した各処理待ちノードに記憶する。
【００１６】
　さらに、受信した業務タイプがバインディングサービスである際に、前記処理待ちノー
ドを確定し、受信した前記業務タイプを前記対象サービスツリーの処理待ちノードに記憶
し、具体的に、
　サービスツリー生成関数を呼び出してHQOSサービスツリーを生成し、生成したHQOSサー
ビスツリー各ノードにはいずれも業務タイプ、ノード自分のポインター、及び親ノードの
ポインターを含んで、生成したHQOSサービスツリーが前記対象サービスツリーであると確
定し、前記対象サービスツリーのノードをいずれも処理待ちノードとして、受信した業務
タイプを前記処理待ちノードに記憶する。
【００１７】
　さらに、記憶した業務タイプがバインディングサービス或いはサブツリー追加サービス
である際に、ノードに記憶した業務タイプに関する操作を行うのは、緩衝処理関数を呼び
出し、前記業務タイプを記憶しているノードにキャッシュリソースを申請し、受信した業
務処理情報から前記業務タイプを記憶しているノードのQOS従パラメータを取得してキャ
ッシュすることと、ハードウェア管理関数を呼び出し、キャッシュしたQOS従パラメータ
によって、前記業務タイプを記憶しているノードにハードウェアリソースを配置すること
と、配置表にはトラバースしたブランチが位置するバスに対応するエントリーが存在しな
いと確定する際に、表管理関数を呼び出し、ポート層ノードのポインター、トラバースし
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たブランチ各ノードのQOS主パラメータを新しいエントリーとして配置表に追加すること
と、前記業務タイプを記憶しているノードが記憶した業務タイプを削除することとを含み
、
　記憶した業務タイプがバインディング解除サービス或いはサブツリー削除サービスであ
る際に、ノードに記憶した業務タイプに関する操作を行うのは、ハードウェア管理関数を
呼び出し、前記業務タイプを記憶しているノードのハードウェアリソースを解放すること
と、緩衝処理関数を呼び出し、前記業務タイプを記憶しているノードがキャッシュしたQO
S従パラメータ、及びキャッシュリソースを解放することと、配置表にはトラバースした
ブランチが位置するバスに対応するエントリーが存在すると確定する際に、表管理関数を
呼び出し、配置表にはトラバースしたブランチが位置するバスに対応するエントリーを削
除することと、前記業務タイプを記憶しているノードが記憶した業務タイプを削除するこ
ととを含み、
　記憶した業務タイプが主パラメータ更新サービスである際に、ノードに記憶した業務タ
イプに関する操作を行うのは、
　A、トラバースしたブランチが自分の位置するバスの第1のブランチであるかどうかを確
定し、であると、表管理関数を呼び出し、配置表にはトラバースしたブランチが位置する
バスに対応するエントリーを削除し、受信した業務処理情報におけるQOS主パラメータを
用いてトラバースしたブランチに相応のノードのQOS主パラメータを取り替え、ポート層
ノードのポインター、トラバースしたブランチを取り替えた後の各ノードのQOS主パラメ
ータを新しいエントリーとして配置表に追加し、トラバースしたブランチにユーザーグル
ープ層ノードの以外、他のノードにおけるユーザータイプを削除し、ステップBを実行し
、ではないと、ステップBを実行すること、
　B、トラバースしたブランチが位置するバスがトラバースしたブランチを含むユーザー
層ノードの最後のバスであるかどうかことを確定し、であると、トラバースしたブランチ
にユーザーグループ層ノードには業務タイプを記憶しているかどうかを確定し、記憶する
と、トラバースしたブランチにはユーザーグループ層ノードにおける業務タイプを削除し
、トラバースしたブランチを行った操作を完了し、記憶しないと、トラバースしたブラン
チを行った操作を完了し、ではないと、トラバースしたブランチを行った操作を完了する
ことを含み、
　記憶した業務タイプが従パラメータ更新サービスである際に、ノードに記憶した業務タ
イプに関する操作を行うのは、緩衝処理関数を呼び出し、受信した業務処理情報から前記
業務タイプを記憶しているノードのQOS従パラメータを取得し、取得したQOS従パラメータ
により前記業務タイプを記憶しているノードがキャッシュした相応のQOS従パラメータを
取り替え、ハードウェア管理関数を呼び出し、取り替えた後のQOS従パラメータによって
、ノードのハードウェアリソースを更新し、前記業務タイプを記憶しているノードが記憶
した業務タイプを削除することを含む。
【００１８】
　本発明が提供した階層型サービス品質業務の実現装置及び方法は、処理待ちノードを標
識し、及び独立なリソース管理モジュールにより各種類のHQOSサービスの関連操作をそれ
ぞれ実行することによって、業務管理モジュールにより対象サービスツリーをトラバース
させ、トラバース過程に標識されたノードを相応の操作を行って各種類のHQOSサービスを
完成し、HQOSサービスを実現する装置の構造を簡単させ、HQOSサービスを実現するソフト
ウェアコードの重複性を低下させ、HQOSサービスを実現するソフトウェアコードのメンテ
ナンス可能性と拡張可能性を向上させる。
【００１９】
　〔図面の簡単な説明〕
〔図1〕はHQOSサービスツリーの構造模式図である。
〔図2〕は本発明の実施例における階層型サービス品質業務の実現装置の構造模式図であ
る。
〔図3〕は本発明の実施例における階層型サービス品質業務の実現方法のフローチャート
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である。
【００２０】
　〔具体的な実施形態〕
　本発明の実施例におけるHQOSサービスの実現装置の構造は図2に示すように、情報受信
モジュール、情報割り当てモジュール、業務管理モジュール及びリソース管理モジュール
を備え、
　情報受信モジュールは、業務タイプ和業務処理情報を受信するためのもので、
　その中、受信した業務タイプがバインディングサービスである際に、受信した業務処理
情報はアプリケーションポート、アプリケーション方向、HQOSサービスツリーポート層ノ
ードのポインター、QOS主パラメータ、QOS従パラメータを含み、受信した業務タイプがバ
インディング解除サービスである際に、受信した業務処理情報はアプリケーションポート
、アプリケーション方向を含み、受信した業務タイプがサブツリー追加サービスである際
に、受信した業務処理情報はアプリケーションポート、アプリケーション方向、QOS従パ
ラメータ、ノードの位置する層及びノードの相対オフセットを含み、受信した業務タイプ
がサブツリー削除サービスである際に、受信した業務処理情報はアプリケーションポート
、アプリケーション方向、QOS従パラメータ、ノードの位置する層及びノードの相対オフ
セットを含み、受信した業務タイプが主パラメータ更新サービスである際に、受信した業
務処理情報はアプリケーションポート、アプリケーション方向、QOS主パラメータ、ノー
ドの位置する層及びノードの相対オフセットを含み、受信した業務タイプが従パラメータ
更新サービスである際に、受信した業務処理情報はアプリケーションポート、アプリケー
ション方向、QOS従パラメータ、ノードの位置する層及びノードの相対オフセットを含み
、ノードの位置する層は、即ち各処理待ちノードが対象サービスツリーにおける層である
。
【００２１】
　情報割り当てモジュールは、受信した業務タイプと業務処理情報に基づいて、対象サー
ビスツリーを確定し、受信した業務タイプを対象サービスツリーの処理待ちノードに記憶
し、処理待ちノードを標識するようにするためのものであり、
　業務管理モジュールは、上記対象サービスツリーをトラバースし、現在トラバースした
ブランチのノードに業務タイプが記憶される際に、該ノードが処理待ちノードであると認
識し、リソース管理モジュールをコールするためのもので、さらに、リソース管理モジュ
ールには業務タイプを記憶しているノードに記憶した業務タイプに関する操作を行い、そ
の後、次のトラバース位置から、上記対象サービスツリーをトラバースし続くためのもの
であり、
　その中、上記の次のトラバース位置は用いたトラバースツリーアルゴリズムにより決め
、ここで、ブランチをトラバース単位としてトラバースし、次のトラバース位置が現在ト
ラバースしたブランチの次のブランチのリーフノードであり、図1に示すようなHQOSサー
ビスツリーを例とし、サービス（1）からトラバースし始め、まず、サービス（1）がある
ブランチをトラバースし、即ち現在トラバースしたブランチは、サービス（1）－ユーザ
ー（1）－ユーザー組（1）－ポートであると、次のトラバース位置がサービス（2）であ
る。
【００２２】
　リソース管理モジュールは、業務管理モジュールにコールする際に、上記情報受信モジ
ュールが受信した業務処理情報に基づいて、業務タイプが記憶されている上記ノードに記
憶した業務タイプに関する操作を行うことに用いられ、
　ここで、ノードが記憶した業務タイプは、即ちHQOS業務タイプであり、バインディング
サービス、サブツリー追加サービス、バインディング解除サービス、サブツリー削除サー
ビス、従パラメータ更新サービス或いは主パラメータ更新サービスであってもよい。
【００２３】
　その中、バインディングサービス或いはサブツリー追加サービスに関する操作は、緩衝
処理関数を呼び出し、ノードにキャッシュリソースを申請し、受信した業務処理情報から
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該ノードのQOS従パラメータを取得してキャッシュすること、ハードウェア管理関数を呼
び出し、キャッシュしたQOS従パラメータによってノードにハードウェアリソースを配置
することであり、
　バインディング解除サービス或いはサブツリー削除サービスに関する操作は、ノードの
ハードウェアリソースを解放し、及びノードがキャッシュしたQOS従パラメータ、キャッ
シュリソースを解放することがであり、
　従パラメータ更新サービスに関する操作は、受信した業務処理情報中からノードのQOS
従パラメータを取得し、取得したQOS従パラメータによりノードキャッシュの相応のQOS従
パラメータを取り替え、取り替えた後のQOS従パラメータによって、上記業務タイプを記
憶しているノードのハードウェアリソースを更新することがであり、
　主パラメータ更新サービスに関する操作は、配置表には業務タイプが記憶されているノ
ードにおけるQOS主パラメータを含むエントリーを削除し、受信した業務処理情報におけ
るQOS主パラメータを用いて相応の業務タイプを記憶しているノードにおけるQOS主パラメ
ータを取り替え、業務タイプを記憶しているノードを通したバスを配置表に書き入れるこ
とである。
【００２４】
　ここで、業務管理モジュールは上記情報受信モジュールが受信した業務タイプがバイン
ディングサービスであると確定する際に、さらに、上記の上記対象サービスツリーをトラ
バースする前、表/エントリー追加モジュールをコールするためのもので、業務管理モジ
ュールは上記情報受信モジュール受信した業務タイプがバインディング解除サービスであ
ると確定する際に、さらに、上記対象サービスツリーをトラバースした後、表/エントリ
ー削除モジュールをコールするためのもので、
　相応的に、該装置はさらに、表/エントリー追加モジュール、表/エントリー削除モジュ
ールを備え、
　表/エントリー追加モジュールは、表管理関数を呼び出し、受信した業務処理情報にお
けるアプリケーションポート、アプリケーション方向、及び上記対象サービスツリーポー
ト層ノードのポインターをソフトウェア表に書き入れるためのものであり、
　表/エントリー削除モジュールは、表管理関数を呼び出し、ソフトウェア表には受信し
た業務処理情報におけるアプリケーションポートとアプリケーション方向を含むエントリ
ーを削除するためのものである。
【００２５】
　その中、上記情報割り当てモジュールは第1対象確定サブモジュールと第2対象確定サブ
モジュールを備え、
　第1対象確定サブモジュールは、上記情報受信モジュールが受信した業務タイプがバイ
ンディングサービス或いは主パラメータ更新サービスではないと確定する際に、ソフトウ
ェア表をルックアップし、受信した業務処理情報におけるアプリケーションポートとアプ
リケーション方向が対応するポインターを確定し、該ポインターが指示するHQOSサービス
ツリーを上記対象サービスツリーに確定するためのもので、さらに、受信した業務処理情
報におけるノードの位置する層とノードの相対オフセットに基づいて、処理待ちノードを
確定し、受信した業務タイプを確定した各処理待ちノードに記憶するためのものであり、
　第2対象確定サブモジュールは、上記情報受信モジュールが受信した業務タイプがバイ
ンディングサービスであると確定する際に、サービスツリー生成関数を呼び出してHQOSサ
ービスツリーを生成し、生成したHQOSサービスツリーの各ノードにはいずれも業務タイプ
、ノード自分のポインター、及び親ノードのポインターを含むと、生成したHQOSサービス
ツリーは、即ち上記対象サービスツリーであると認識することに用いられ、さらに、該対
象サービスツリーのノードをいずれも処理待ちノードとして、受信した業務タイプを確定
した各処理待ちノードに記憶するためのものである。
【００２６】
　その中、上記リソース管理モジュールはリソース申請サブモジュール、リソース解放サ
ブモジュール、主パラメータ更新サブモジュール及び従パラメータ更新サブモジュールを
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備え、その中、
　リソース申請サブモジュールは、緩衝処理関数を呼び出し、上記業務タイプを記憶して
いるノードにキャッシュリソースを申請し、上記情報受信モジュールから業務処理情報に
おいて上記業務タイプを記憶しているノードのQOS従パラメータを取得してキャッシュす
ること、ハードウェア管理関数を呼び出し、キャッシュしたQOS従パラメータによって、
上記業務タイプを記憶しているノードにハードウェアリソースを配置すること、配置表に
はトラバースしたブランチのあるバスに対応するエントリーが存在しないと確定する際に
、表管理関数を呼び出し、ポート層ノードのポインター、トラバースしたブランチ各ノー
ドのQOS主パラメータを新しいエントリーとして配置表に追加すること、上記業務タイプ
を記憶しているノードが記憶した業務タイプを削除するためのものであり、ここで、緩衝
処理関数とハードウェア管理関数は、バインディングサービス或いはサブツリー追加サー
ビスに関するノードにリソースを申請、割り当てる操作を完成することに用いられ、ここ
で、1本のバスは1つのユーザー層ノード、該ユーザー層ノードの親ノード及びポート層ノ
ードを含み、1本のバスが配置表における1つのエントリーに対応する。
【００２７】
　リソース解放サブモジュールは、ハードウェア管理関数を呼び出し、上記業務タイプを
記憶しているノードのハードウェアリソースを解放すること、緩衝処理関数を呼び出し、
上記業務タイプが記憶されているノードがキャッシュしたQOS従パラメータ、及びキャッ
シュリソースを解放すること、配置表にはトラバースしたブランチのあるバスに対応する
エントリーが存在すると確定する際に、表管理関数を呼び出し、配置表にはトラバースし
たブランチのあるバスに対応するエントリーを削除すること、上記業務タイプを記憶して
いるノードが記憶した業務タイプを削除するためのものであり、ここで、緩衝処理関数と
ハードウェア管理関数は、バインディング解除サービス或いはサブツリー削除サービスに
関するノードリソースを解放する操作を完成することに用いられ、
　主パラメータ更新サブモジュールは、トラバースしたブランチが自分のバスの第1つブ
ランチであることを確定する際に、表管理関数を呼び出し、配置表にはトラバースしたブ
ランチのあるバスに対応するエントリーを削除し、受信した業務処理情報におけるQOS主
パラメータを用いてトラバースしたブランチにおいて相応のノードのQOS主パラメータを
取り替え、ポート層ノードのポインター、トラバースしたブランチの取り替えた後の各ノ
ードのQOS主パラメータを新しいエントリーとして配置表に追加し、トラバースしたブラ
ンチにがユーザーグループ層ノードの以外、他のノードにおけるユーザータイプを削除す
ること、トラバースしたブランチのあるバスはトラバースしたブランチを含むユーザー層
ノードの最後のバスであり、且つトラバースしたブランチにはユーザーグループ層ノード
に業務タイプを記憶している際に、トラバースしたブランチにはユーザーグループ層ノー
ドにおける業務タイプを削除するためのものであり、
　ここで、主パラメータ更新モジュールは上記業務管理モジュールに調達し使用された後
、具体的に、以下の操作を実行する。
【００２８】
　ステップA、トラバースしたブランチが自分の位置するバスの第1のブランチであるかど
うかを確定し、であると、表管理関数を呼び出し、配置表にはトラバースしたブランチが
位置するバスに対応するエントリーを削除し、受信した業務処理情報におけるQOS主パラ
メータを用いてトラバースしたブランチに相応のノードのQOS主パラメータを取り替え、
ポート層ノードのポインター、トラバースしたブランチの取り替えた後の各ノードのQOS
主パラメータを新しいエントリーとして配置表に追加し、トラバースしたブランチにはユ
ーザーグループ層ノードの以外、他のノードにおけるユーザータイプを削除し、ステップ
Bを実行し、ではないと、ステップBを実行し、
　ステップB、トラバースしたブランチが位置するバスがトラバースしたブランチを含む
ユーザー層ノードの最後のバスを確定し、であると、トラバースしたブランチにユーザー
グループ層ノードには業務タイプを記憶しているかどうかを確定し、記憶すると、トラバ
ースしたブランチにはユーザーグループ層ノードにおける業務タイプを削除し、トラバー
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スしたブランチを行った操作を完了し、記憶しないと、トラバースしたブランチを行った
操作を完了し、ではないと、トラバースしたブランチを行った操作を完了し、
　その中、上記トラバースしたブランチが自分の位置するバスの第1つブランチであるか
どうかはトラバースしたブランチのリーフノードの番号によって確定し、該リーフノード
の番号が（リーフノードの親ノードの番号-1）*リーフノードの兄弟ノード個数+1である
際に、トラバースしたブランチが自分の位置するバスの第1つブランチであり、ではない
と、トラバースしたブランチが自分の位置するバスの第1つブランチではなく、
　上記トラバースしたブランチのあるバスはトラバースしたブランチを含むユーザー層ノ
ードの最後のバスであるどうかは、トラバースしたブランチのユーザー層ノードの番号に
よって確定し、該ユーザー層ノードの番号はユーザー層ノードの親ノードの番号*ユーザ
ー層ノードの兄弟ノード個数であると、トラバースしたブランチのあるバスがトラバース
したブランチを含むユーザー層ノードの最後のバスであり、例えば、図1に示すようなHQO
Sサービスツリーにおいて、リーフノードの番号が1、S+1、…、(G*U-1)*S+1であるブラン
チじはともに自分の位置するバスの第1つのブランチであり、ユーザー層ノードがU、2U、
…、(G*U) のブランチのあるバスがともにブランチ自身を含むユーザー層ノードの最後の
バスであり、 
　従パラメータ更新サブモジュールは、緩衝処理関数を呼び出し、上記情報受信モジュー
ルから業務処理情報における上記業務タイプを記憶しているノードのQOS従パラメータを
取得し、取得したQOS従パラメータにより上記業務タイプを記憶しているノードがキャッ
シュした相応のQOS従パラメータを取り替えること、ハードウェア管理関数を呼び出し、
取り替えた後のQOS従パラメータによって上記業務タイプを記憶しているノードのハード
ウェアリソースを更新すること、上記業務タイプを記憶しているノードが記憶した業務タ
イプを削除するためのものであり、ここで、緩衝処理関数、ハードウェア管理関数は、従
パラメータ更新サービスに関するノードのQOS従パラメータ、及びハードウェアリソース
を更新する操作を完成することに用いられる。
【００２９】
　その中、リソース申請サブモジュールはバインディングサービス或いはサブツリー追加
サービスに関するリソース管理モジュールであり、リソース解放サブモジュールはバイン
ディング解除サービス或いはサブツリー削除サービスに関するリソース管理モジュールで
あり、従パラメータ更新サブモジュールは従パラメータ更新サービスに関するリソース管
理モジュールであり、主パラメータ更新サブモジュールは主パラメータ更新サービスに関
するリソース管理モジュールである。
【００３０】
　本発明の実施例における階層型サービス品質業務の実現方法のフローは図3に示すよう
に、以下のステップを含む。
【００３１】
　ステップ301、業務タイプと業務処理情報を受信し、
　ステップ302、受信した業務タイプと業務処理情報に基づいて、対象サービスツリーを
確定し、受信した業務タイプを対象サービスツリーの処理待ちノードに記憶する。
【００３２】
　ここで、受信した業務タイプがバインディングサービスではない際に、上記対象サービ
スツリーを確定し、受信した業務タイプを対象サービスツリーの処理待ちノードに記憶す
るのは、
　ソフトウェア表をルックアップし、受信した業務処理情報におけるアプリケーションポ
ートとアプリケーション方向が対応するポインターを確定し、確定したポインターが指示
するHQOSサービスツリーは即ち上記対象サービスツリーであること、受信した業務処理情
報におけるノードの位置する層とノードの相対オフセットに基づいて、処理待ちノードを
確定し、受信した業務タイプを確定した各処理待ちノードに記憶することであり、
　受信した業務タイプがバインディングサービスである際に、上記対象サービスツリーを
確定し、受信した業務タイプを対象サービスツリーの処理待ちノードに記憶するのは、
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　サービスツリー生成関数を呼び出してHQOSサービスツリーを生成し、生成したHQOSサー
ビスツリーの各ノードにはともに業務タイプ、ノード自分のポインター、及び親ノードの
ポインターを含んで、生成したHQOSサービスツリーは即ち上記対象サービスツリーである
ことと認識し、該対象サービスツリーのノードはいずれも処理待ちノードであり、受信し
た業務タイプを確定した各処理待ちノードに記憶することである。
【００３３】
　ステップ303、上記対象サービスツリーをトラバースし、現在トラバースしたブランチ
のノードには業務タイプを記憶している際に、受信した業務処理情報に基づいて、業務タ
イプを記憶しているノードを業務タイプに関する操作を行った後、次のトラバース位置か
ら、上記対象サービスツリーをトラバースしたまで上記対象サービスツリーをトラバース
し続き、今回のHQOSサービスフローを完了する。
【００３４】
　その中、記憶した業務タイプがバインディングサービス或いはサブツリー追加サービス
である際に、上記トラバースしたノードに記憶した業務タイプに関する操作を行うのは、
　緩衝処理関数を呼び出し、上記業務タイプを記憶しているノードにキャッシュリソース
を申請し、受信した業務処理情報から上記業務タイプを記憶しているノードのQOS従パラ
メータを取得してキャッシュすること、ハードウェア管理関数を呼び出し、キャッシュし
たQOS従パラメータによって、上記業務タイプを記憶しているノードにハードウェアリソ
ースを配置すること、配置表にはトラバースしたブランチのあるバスが対応するエントリ
ーが存在しないを確定する際に、表管理関数を呼び出し、ポート層ノードのポインター、
トラバースしたブランチ各ノードのQOS主パラメータを新しいエントリーとして配置表に
追加すること、上記業務タイプを記憶しているノードが記憶した業務タイプを削除するこ
とを含み、
　記憶した業務タイプがバインディング解除サービス或いはサブツリー削除サービスであ
る際に、上記トラバースしたノードを業務タイプに関する操作を行うのは、
　ハードウェア管理関数を呼び出し、上記業務タイプを記憶しているノードのハードウェ
アリソースを解放すること、緩衝処理関数を呼び出し、上記業務タイプを記憶しているノ
ードがキャッシュしたQOS従パラメータ及びキャッシュリソースを解放すること、配置表
にはトラバースしたブランチのあるバスに対応するエントリー存在することを確定する際
に、表管理関数を呼び出し、配置表にはトラバースしたブランチのあるバスに対応するエ
ントリーを削除すること、上記業務タイプを記憶しているノードが記憶した業務タイプを
削除することを含み、
　記憶した業務タイプが主パラメータ更新サービスである際に、上記トラバースしたノー
ドに記憶した業務タイプに関する操作を行うのは、
　ステップA、トラバースしたブランチが自分の位置するバスの第1のブランチであるかど
うかを確定し、であると、表管理関数を呼び出し、配置表にはトラバースしたブランチが
位置するバスに対応するエントリーを削除し、受信した業務処理情報におけるQOS主パラ
メータを用いてトラバースしたブランチに相応のノードのQOS主パラメータを取り替え、
ポート層ノードのポインター、トラバースしたブランチの取り替えた後の各ノードのQOS
主パラメータを新しいエントリーとして配置表に追加し、トラバースしたブランチにはユ
ーザーグループ層ノードの以外、他のノードにおけるユーザータイプを削除し、ステップ
Bを実行し、ではないと、ステップBを実行すること、
　ステップB、トラバースしたブランチが位置するバスがトラバースしたブランチを含む
ユーザー層ノードの最後のバスであるかどうかを確定し、であると、トラバースしたブラ
ンチにユーザーグループ層ノードには業務タイプを記憶しているかどうかを確定し、記憶
すると、トラバースしたブランチにはユーザーグループ層ノードにおける業務タイプを削
除し、トラバースしたブランチを行った操作を完了し、記憶しないと、トラバースしたブ
ランチを行った操作を完了し、ではないと、トラバースしたブランチを行った操作を完了
することを含み、
　記憶した業務タイプが従パラメータ更新サービスである際に、上記トラバースしたノー
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　緩衝処理関数を呼び出し、受信した業務処理情報から上記業務タイプを記憶しているノ
ードのQOS従パラメータを取得し、取得したQOS従パラメータにより上記業務タイプを記憶
しているノードがキャッシュした相応のQOS従パラメータを取り替えること、ハードウェ
ア管理関数を呼び出し、取り替えた後のQOS従パラメータによって、ノードハードウェア
リソースを更新すること、上記業務タイプを記憶しているノードが記憶した業務タイプを
削除することを含む。
【００３５】
　ここで、受信した業務タイプがバインディングサービスである際に、上記の上記対象サ
ービスツリーをトラバースする前に、ステップ303aはさらに、
　表管理関数を呼び出し、受信した業務処理情報におけるアプリケーションポート、アプ
リケーション方向、及び上記対象サービスツリーポート層ノードのポインターをソフトウ
ェア表に書き入れること、
　受信した業務タイプがバインディング解除サービスである際に、上記対象サービスツリ
ーをトラバースした後、ステップ303aはさらに、
　表管理関数を呼び出し、ソフトウェア表には受信した業務処理情報におけるアプリケー
ションポートとアプリケーション方向を含むエントリーを削除することを含む。
【００３６】
　以上のように、本発明の保護範囲に限られるものではなく、ただ本発明の好ましい実施
例に過ぎない。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】HQOSサービスツリーの構造模式図である。
【図２】本発明の実施例における階層型サービス品質業務の実現装置の構造模式図である
。
【図３】本発明の実施例における階層型サービス品質業務の実現方法のフローチャートで
ある。
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